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従来の光学の常識を超えた光学効果の発現を可能とするメタマテリアルやメタデバイスに関す

る研究が活発になされている［1］。より制御性の高い素子の実現のために共鳴周波数に可変性を

持たせる試みとして、積層メタ原子やメタ表面の相対位置・配向をずらす［2-6］、MEMS などに

より可動部を持たせる［7, 8］などの試みが様々検討されている。本研究室ではこれまで、通電に

より伸縮する導電性高分子ソフトアクチュエーターを用い、積層したスプリットリング共振器ア

レイによるテラヘルツやマイクロ波帯における動的メタマテリアルにつき検討してきた［9,10］。

今回我々は、積層した閉リング共振器（closed-ring resonator: CRR）アレイ（図１(a)）によるテラ

ヘルツ動的メタマテリアルにつき検討したので報告する。設計した素子の特性の解析には、CST 

microwave studioを用いた。積層した CRRアレイの相対位置をずらすことにより先行研究［9,10］

で得られたものより大きな共鳴周波数シフトを実現した（図１(b)）。また、CRR アレイ間に挿入

する誘電体の誘電率を変化させることにより共鳴周波数がシフトすることも明らかとなった。こ

れら知見は、新規なテラヘルツデバイスの開発につながるものと期待される。 
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